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内容：
Opalescence Boostは、38％が過酸化水素の強力なホワイトニング専用ジェルです。シリンジからシリンジへの噴流混合に
よりフレッシュなジェルを提供することをお約束し、また正確な分量の活性剤を提供することにより本製品を最も効果的に
使用していただけます。ひとつのバレルには、1.1％フッ化物と３％の硫酸カリウムのユニークな化学活性剤が含まれ、カ
リエスの感染および感度を減らし、象牙質の微小硬さを促進します。その他のバレルには濃縮過酸化水素が含まれます。よ
く混ぜ合わせた後、Opalescence Boostを使用してください。Opalescence Boost にはグルテンが含まれていません。

OpalDam  は、ユニークで、反射性を持ち、やや粘着性を持つ（シーリング）光重合型レジンです。そのメタクリルベース
はバリアとしての役目を果たせるような強度を持ちつつ、歯冠空隙およびアンダーカットから容易に取り外せるようデザイ
ンされています。

適応：
Opalescence Boost強力漂白剤は、オフィスブリーチング専用です。本剤は、歯科医によって行われるブリーチング剤で、
一本から複数の歯に対して、また部分的に漂白する、加速ホワイトニング技術です。Opalescence　Boostは、オフィスにお
ける失活歯の歯冠内ホワイトニングにもご使用いただけます。Opalescence　Boostは、暗く変色した歯（歯冠、ベニアなど
に比べて）の代替的で保守的な漂白方法です。これには、歯のフッ素症、黄疸、テトラサイクリン、および成人のミノサイ
クリンによる変色、ポルフィリン症、トラウマ、および胎児赤芽球症などの、先天性、全身性、代謝性、薬理学的、トラウ
マ的、または医原性などの要因による変色が含まれます。歯の修復材は漂白されないため、変色した歯は修復材による処置
を行なう前にホワイトニングを行うことが望ましいとされています（修復材の使用は、ホワイトニングを終了してから2週
間後に行なってください）。問題のある歯は、より自然な色にブリーチすることでそのシェードを調和させることができま
す。Opalescence Boostのみを使用するか、または歯科医の指示のもと、Opalescence家庭用ホワイトニングシステムと併
用することもできます。我々の経験から、ホワイトニングを終えた歯は、治療後12～24時間は継続してホワイトニングされ
ていきます。OpalDamは、オフィスブリーチングやマイクロアブレイションの際に歯に近接する軟組織を保護するために使
用されます。 

準備手順:
1. ホワイトニング治療の日までに歯石または外面のシミを除去してください。OpalDamをアプライしてホワイトニング治療

を施す際の歯肉浸透を防ぐために、これらを事前におこなってください。
2. ホワイトニングを開始する前に、シェードを確認し記録してください。
3. 警告: 本剤を調合しアプライする際は、患者および歯科医の目を保護メガネで覆ってください。
4. Ultradent IsoBlock (図 3) を取り付けてください。

分離：
OpalDam光重合型レジン（図１）または従来のOraSeal® Caulkingとラバーダム（パウダーフリーDermaDam® をお勧めしてい
ます）でしっかりとシールし、ホワイトニングを行なう歯を分離します。 一本または数本のみのホワイトニングを行う場
合は、OpalDamは歯肉のバリアとなります。
1. OpalDamを使用した分離手順：
a. ルアーロックを取り外し、使い捨て式のMicro20ゲージチップをOpalDamシリンジに取り付けます。
b. セルフサポートタイプのプラスチック製の口角鈎を取り付けます。 歯茎に気をつけながら、歯を完全に洗い流し自然

乾燥させます。
	 注意： 顎弓を分離する場合、唾液が前歯の歯冠空隙から流れないように、舌下に唾液吸引機や綿を使用して唾液を取り

除きます。OpalDamを歯冠空隙、歯帯、および隣接部の歯茎に取り付けます。
c． Express OpalDamレジンを、歯茎に4～６ｍｍ、厚さ1.5～２ｍｍに塗ります。 象牙質には約0.5

ｍｍを重ねます。余分なレジンが象牙質に流れ出た場合、そのエリアに治療用ライトを５秒間あて
て「留める」か、余分な部分を切除してください。ホワイトニングを行う最後の歯までレジンを伸
ばしてください。 歯冠空隙に隙間がある場合は、その隙間にレジンをのせ、隙間を完全に埋め合
わせます。これにより、歯冠乳頭および舌の歯肉組織を保護します。歯肉側鼓形空隙まで伸びたレ
ジンにより、OpalDamのバリアに更なる保存硬化を補います。

d. レジンバリアがアプライされた後、治療用ライトを導光板につき２０秒間当てて硬化させます(図 
2)。 歯を洗浄し、余分なレジンフィルムを除去します。硬化したOpalDamバリアを取り除かないよ
う注意してください。

e. OpalDam は、口蓋弓のホワイトニングに適しています。臼歯の部分に咬合阻止器を取り付け
（IsoBlockが推奨されますー図３）、患者さんにゆるくかむよう指示してください。前庭にコット
ンロールを置いてください。
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2. ラバーダムを使用した分離方法：
a. 安全性のため、ラバーダムクランプを結紮してください。適切なクランプを、ホワイトニングを

行う歯のひとつ後ろまで左右対称に取り付けます。
b. 穿孔し、クランプと歯の間にラバーダムが来るようにします。
c. ラバーダムをフレームに装着する前に、隣接歯間を含む自由歯肉の輪郭に沿ってOraSealコーキン

グを等間隔に（幅約2-3ｍｍ）押し出してシールします。　
d. ラバーダムをフレームに装着します。ラバーダムツールまたはUltradent® Slide Packerおよびエ

アーを使い、歯の周りとラバーダムの境を反転し、歯を露出させ、ラバーダムをシールします。ラ
バーダムの裂傷または漏れがないことを確認します。

Opalescence Boostのアプリケーション:
1.2つの化学物質を混合する前に、シリンジ内の物質を常温まで戻してください。それらを活性化さ

せるためには、親指で化学物質を赤いシリンジから透明のシリンジに押し出してください。透明の
プランジャーを透明のバレルに向かって迅速に、かつ力強く押し、活性剤を漂白剤と混合してくだ
さい。そうすることにより、プランジャー内の活性剤と漂白剤の間にある膜が破れます。逆動作を
行い、少なくとも25回（各方向に12～13回）すばやく混ぜ合わせてください。混合した化学物質を
赤いシリンジに押し入れてください。透明のシリンジを取り外し廃棄してください。Micro20ｇFX
のチップを赤いシリンジに取り付けてください。混合されたOpalescence Boostは、活性化された
後、冷蔵庫で約10日間保存できます。 

2.	口内に使用する前に、薬剤のフローの均一性を、コットンガーゼまたは混合パッドで確認してくだ
さい。抵抗を感じた場合は、使用しないでください。新しいチップを取り付け、使用前にもう一度
テストしてください。

3.	Opalescence Boostを0.5から1.0mmの厚さにアプライしてください（図．5) 。ジェルを口唇に置い
てください。末端/咬合端まで伸ばしてください。

4.	最適な効果を得るために、５分ごとに掻き混ぜてください。
5.アプリケーションには通常10～20分必要です。すすぎを行う前に、手術用の吸引機のみ（図

６参照）を使いOpalescence Boostを除去してください。Opalescence Boostが周辺
の難組織に飛散するのを防ぐために、吸引中は水を使用しないでください。ウルトラ
デントは、SurgiTip™と共にLuer Vacuumアダプターを使用することをお勧めしていま
す。Opalescence Boostを3～4回、または希望する結果が得られるまで塗り(手順３～５)ま
す。一度にOpalescence Boostを6回以上塗らないでください。目に見えるゲルをすべて除去
した後、高容量吸引で吸引しながら水を切端に向けて完全に洗い流します。その後、歯を自
然乾燥させます。この際に、樹脂バリアを除去しないよう注意してください。

6.　各アプリケーションごとに色の変化を確認してください。一度の治療には通常約60分必要
です。さらにホワイトニングが必要で、歯に著しい知覚過敏が認められない場合は、3日後
に治療の予約を入れてください。

洗浄：
1. OpalDamの場合:
a. ホワイトニングジェルを完全に除去した後（図６）、歯をエアー/水シリンジおよびバッキ

ュームで洗い流してください（図７）。OpalDamバリアを、エクスプローラーまたはインス
トルメントを使って歯の表面から取り除きます。すべて、または大きい部分は通常一度に取
り除くことができます。 

b. OpalDamをエクスプローラーおよび/またはデンタルフロスを使って除去します。強いエアー/水ス
プレーでリンスします。

2. ラバーダムの場合：
a. ホワイトニングジェルを完全に除去した後、歯をエアー/水シリンジおよびバッキュームで洗い流

してください。クランプ及びラバーダムを取り除いてください。
b. OraSealのかたまりをスパチュラで取り除いてください。やわらかい歯ブラシとバキュームを使っ

てリンスしながら残りのOraSealを除去してください。強いエアー/水によるリンスおよびデンタル
フロスが必要な場合があります。

c. 口内に残っている残渣をチェックしてください。デンタルフロスおよび強いエアー/水スプレーで
口内を洗浄します。 

図５．Opalescence Boost
を0.5から1.0ｍｍの厚
さにアプライしてくだ
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図４．迅速かつ強力に透明のプラ
ンジャを透明野バレルの中央に挿
入し、活性化させます。プランジ
ャを各方向/側につき20回押して活
性化させます。すべてを赤いシリ
ンジで終了します。透明なシリン
ジは廃棄してください。赤いシリ
ンジにチップをしっかりと取り付
けてください。

図３．Ultradentの
IsoBlockをつけてくだ
さい。 

図２．治療用ライトを２
０秒間当て，レジンを硬
化させてください。



注記：
1. Opalescence Boost は、家庭用の10,15,20、および35％の過酸化カルバミドを含有する

Opalescence Tooth Whitening GelまたはOpalescence Treswhite Supremeと併用してホワイトニ
ングの治療を完了させることができます。通常、2～４日間に渡る夜間治療が適切とされていま
す。オフィスホワイトニングから２４時間待った後、家庭用ホワイトニング剤をご使用ください。

2. 術後の過敏症がある場合は、UltraEZ® 硫酸カリウムジェルをトレイにつけて一日一回装着し、症
状が治まるまで継続します。

3. Opalescence Boostは、中性です（pH 7.0）。他の強力なホワイトニングジェルは通常酸性なの
で、混合するのが困難で面倒です。

4. ホワイトニングの前にエッチングを行っても、ホワイトニングのプロセスを促進しないた
め、Opalescence Boostを使用する際にはお勧めしていません。Opalescence Boostは、酸による
「エナメルオープンポア」に依存していません。 

失活歯：
1.リンガルアクセスを歯髄腔まで開き、根尖部からＣＥＪまでの2～３ｍｍのすべての合成物、基

材、及びガッタパーチャを取り除きます。グラスアイオノマーを１ｍｍの厚さにのばし、シールさ
れた根管及びホワイトニングジェルの間にバリアを形成します。

2.上記のOpalDamテクニックの「分離」手順に従ってください。
3.OpalDamレジンを、乾燥した失活歯の陰唇と舌側歯肉にアプライし、 約0.5ｍｍほどを歯に伸ばし

ます。 約２０秒間、光硬化を行います。
4.Opalescence Boostを歯髄腔および口唇の表面につけます。10分後、Opalescence Boostを吸引によ

ってのみ除去してください。その後、全体をリンスし高容量吸入を行ってください。そして歯を自
然乾燥します。 レジンバリアを取り除かないよう注意してください。 

	 注意： Opalescence Endoは、失活歯に“携帯用” ホワイトニング剤としてお使いください。
5. 希望する結果が得られるまで、手順１～４を繰り返してください。（歯一本につき）２０～３０

分たっても著しい変化が見られない場合は、中止してください。
6. 希望する色が得られたら、「洗浄」手順に従ってください。注意： 歯髄腔が継続して行われるト

レイによるホワイトニングのために開いたままの状態である場合は、患者さんに綿の歯止めをとり、オープンチャンバー
にジェルを注入した後にトレイを装着するよう指示してください。トレイ装着型ホワイトニング手順が終わったら、新し
い綿の歯止めを装着するよう指示してください。ホワイトニングが終了してから２週間以内は患者さんに歯の修復治療を
行わないでください。

単一または部分的ホワイトニング
1.	一本の歯のホワイトニングに推奨されるバリアテクニックは、「OpalDamを使用した分離手順」を参照してください。希

望であれば、ラバーダムテクニックもご使用いただけます。
2.	上記の手順に従って、Opalescence Boostを変色またはシミの着いた歯（または、歯のシミのついた部分）にアプライし

ます。
3.	希望する結果が得られるまで、この手順を繰り返してください。
4.	前項の手順に従って「洗浄」してください。

注意事項/使用上の注意：
1. 	警告: 本剤を調合しアプライする際は、歯科医および患者は目の保護具を装着してください。
2.	 常温に達していない低い温度の化学物質をシリンジに入れないでください。本製品は低い温度では硬くなるため、混合

する際にかける力でシリンジが破損される恐れがあります。
3. 	口内に使用する前に、薬剤のフローの均一性を、不活性な表面（例：混合パッド）で確認してください。抵抗を感じた

場合は、使用しないでください。新しいチップを取り付け、患者さんに使用する前にもう一度テストしてください。
4. 	よく混ぜ合わせた後、Opalescence Boostは冷蔵庫で10日間保存できます。10日後、シリンジに圧力がかかる恐れがあ

るので、適切な方法で廃棄してください。本剤を水で薄めて排水管またはトイレに捨てたのち、数リットル/クオート
の水を流してください。自然発火を引き起こす可能性があるため、紙、ボール紙、ゴム、皮、綿などの可燃物が入った
ゴミ箱に捨てないでください。また、発火する恐れがあるため、治療中に強力な過酸化水をこのような可燃性物質と接
触させることのないようにしてください。

5. 	本剤を取り扱う際は、保護用手袋及び目の保護具を装着してください。過酸化水素は強力な酸化物であり、軟組織（
例：歯肉/唇）にやけどを起こす可能性があります。そのため、治療を行う箇所にのみご使用ください。ジェルが飛散
するのを防ぐために、水でリンスするまえにバッキュームで歯に残っているジェルを吸い取ってください。

6. 	治療を開始する前に、歯肉および口腔衛生の健康状態を確認する必要があります。
7. 	証拠は確証されていませんが、安全のために妊娠中の患者さんにはOpalescence Boostを使用しないでください。
8. 	Opalescence Boostは、過酸化物またはグリコールにアレルギーがあり、化学物質過敏症の反応を示す患者さんには使

図7． 水を高容量吸引器
に向けて、完全にリンス
します。

図６． Ultradentの
SurgiTipがついた吸引器
または手術用吸引器を使
って、Opalescence Boost
を除去染ます。 



用禁止とされています。
9. 	レストレーションは水密な状態で、露出したすべての敏感な象牙質をカバーする必要があります。治療する箇所が過

敏、またはその可能性がある場合は、それに適したレストレーション、象牙質用接着剤などを使用してください。
10. Opalescence Boost内で繰り返し発生する泡は、過酸化物ジェルが歯茎に漏れているか、有機堆積物の存在を意味する

場合があります。ジェルを吸引したのち、洗浄、乾燥して点検してください。漏れが深刻な場合は、歯茎にViscoStat 
Clear Hemostatic Agentを使用し、歯肉液を除去して OpalDamレジンのシール力を強めます。ViscoStat Clear を洗い
流した後、OpalDamをつけます。

11. 臨床的に肉眼では確認できませんが、低石灰化の部分が存在する場合があります。無機化活性に違いがあるため、これ
らの部分は通常のエナメルよりも早く漂白され、ホワイトニング中はその結果がより明白に現れます。残りの歯の表面
が石灰化した部分となじむまで継続してホワイトニングを行います（通常、ホワイトニング終了後の再水和の段階で、
再び色がブレンドします）。今後数回にわたる治療、および/または歯科医の監督の下にトレイを使ったホワイトニン
グを行う必要があります。2週間後に歯の色が固定化されてから再確認してください。

12. 治療を開始する前に、患者さんの希望を確認および理解してください。患者さんに、レストレーション、クラウン、お
よびブリッジの色は変わらないことを説明してください。また、予期しない要素やエナメルの種類によって、希望する
色に達しない歯もあることを患者さんに説明してください。

13. 手袋をはめた指やバッキュームのチップなどが不注意に接触することで、Opalescence Boostジェルが近接する組織に
つかないよう注意する必要があります。もし接触した場合は、すぐにその部分を水で洗い流してください。

14. 歯科医は、歯の色に合わせたレストレーションを施す前に、ホワイトニング治療が完了してから２週間たち、歯の色が
固定され、すべての過酸化物がエナメルおよび/または象牙質から進出したことを確認する必要があります。歯に残余
過酸化物（酸素）が残っている場合は、適切に接着しません。 

15. 治療中および家庭用ホワイトニングを実行中の患者さんのホワイトニング効果を観察し、過度の漂白および/または過度
のエナメル透光性がないようにします。

16. ホワイトニングに反応しないエナメルのしみもあります。治療前に患者さんにこれについても説明してください。ホワ
イトニングされない表面のしみには、Opalustre microabrasion slurryを使用することもできます。

17. Opalescence Boost は使い捨てのシリンジに入っています。本剤は注入用ではありません。空になったシリンジは、適
切に処分してください。 可燃性物質を含むゴミ箱にシリンジを捨てないでください。 強力な過酸化物が発火する場合
があります。

18. OpalDamを、樹脂に過敏症の患者さんに使用しないでください。皮膚炎、失神、またはその他のアレルギー反応を起こし
た場合は、その部分を水で洗い流し、医師に相談するように伝えてください。

19. 使いかけのシリンジは洗浄し、次の患者さんに使用する前に殺菌してください。二次汚染を防ぐために、Ultradent イ
ンパルスシーラーでシールされたUltradent シリンジカバーをお使いください。 

20. オフィスホワイトニング以外のホワイトニングのために、歯に麻酔を使用しないでください。
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